
【夢】干禄字書の〈俗〉と〈正〉は字体の違いというよりも、
筆遣いと筆順の違いだけのように見える。康煕字典では「夢」
と「梦」は俗字として別の部首に出ている。「梦」の使用例
は少ないが、漱石は一貫して「梦」を書いている。現代中国
は「梦」を採用している。集字聖教序の字体は行書と草書の

どちらにするか迷う。
【大】泰山刻石の字体は説文篆文と異なり、説文籀文に近い。
泰山刻石が小篆とすれば説文篆文は大篆か。
【太】元は「太」は「泰」の古文だという。
【天】泰山刻石と説文篆文の字体が異なる。
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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